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令和２年１月小矢部市教育委員会定例会会議録 

 

 １ 開催日時及び時間   令和２年１月30日（木） 

開会 午前10時05分 

閉会 午前11時45分 

 

 ２ 出席委員 １番 野澤 敏夫（教育長）  ２番 佐々木 稲男   ３番 石野 昌一 

        ４番 前田 智嗣       ５番 古村 正明        

 

 ３ 説明員  教育委員会事務局長   砂田 克宏 

    教育委員会事務局次長（教育総務課長） 中村 英雄 

     生涯学習文化課長    森 通 

   スポーツ課長      谷敷 政江  教育センター所長   渡辺 寿美 

   こども課長補佐     橋本 里美  給食センター所長   高山 啓一 

生涯学習文化課課長補佐 大野 淳也、能登 啓之   

職務のため会議に出席した職員     教育総務課指導主事  吉倉 哲夫 

教育総務課主査    竹内 淑子 

 

 ４ 議事日程 

    日程第１ 会議録署名委員の指名について 

日程第２ 会議録の承認について 

日程第３  教育長の業務について 

日程第４ 議案第１号 小矢部市教育委員会表彰について 

     議案第２号 小矢部市立図書館設置条例施行規則の一部改正について 

     議案第３号 小矢部市立図書館地域文庫開設要綱の一部改正について 

     議案第４号 小矢部市指定文化財の新規指定について（諮問） 

 

  報告事項 

１ 令和元年度卒業式及び令和２年度入学式の日程等について 

     ２ 小中学校における出前講座について 

     ３ 県教職員組合からの要請について 

４ 第39回市教育大会の開催について 

５ 第38回市学校教育研究大会の開催について 

６ 令和元年度長期欠席・教室外登校児童生徒調査（１・２学期分）について 

７ 令和元年度市内小中学生の学力・学習状況について 

８ 令和元年度市内小中学生の体力・運動能力等について 
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５ 議事の内容 

教育長 

 

教育長 

 

 

 

教育総務課 

主査 

 

教育長 

 

 

 

 

事務局次長、 

担当課長、 

所長 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （開会宣言及び定足数を満たしていることにより会議の成立を宣言） 

  

日程第１ 会議録署名委員に ３番石野委員を指名。 

 

 日程第２  前回の会議録の承認について説明をお願いします。 

 

（「日程第２  会議録の承認について」説明） 

 

 

 前回会議録については、期日まで修正意見が無かったとのことですので、承認い

ただいたものとして処理させていただいてよろしいでしょうか。 

 では、承認いただいたものとして処理させていただきます。 

 日程第３ 教育長の業務について説明をお願いします。 

 

  （「日程第３ 教育長の業務について」説明） 

 

 

 

私から補足させていただきます。 

１月16日に、京都で学校ICT活用フォーラムがありました。国が打ち出したGIGA

スクール構想に関し、具体的な進め方、その補助要綱等についての説明会でした。

全国の自治体に対し、できるだけ教育長・首長が出席するようにとの案内があり、

東京と京都の2箇所で開催されたものでしたが、国の本気度を感じる、とても熱のこ

もったフォーラムでした。 

１月23日に行われた第３回教員確保対策会議は、県内の教育長を対象としたもの

で、昨年富山市であったような教員不足が生じないように対処するための会議でし

た。退職した教員の再任用雇用の促進に関し、もっと再任用の教員の待遇改善が必

要ではないかと議論されてきた経過をふまえて、今回の会議で、担任を持つ再任用

教諭については、従来よりも年間約30万円ほど給与をUPする方針であるという報告

を受けました。その結果、再任用に関しては、ほぼ必要人数が埋まりつつあります

が、臨任講師に関しては、まだ20、30人足りないので、引き続き各市でも確保に向

けての努力をお願いしたいとのことでした。 

また、同日の「公立の義務教育諸学校の教育職員の給与等に関する特別措置法の

一部を改正する法律に関する説明会」は、教職員の変形労働時間制に関するもので

した。国の基本的な考え方としては、２月に県の議会で条例の改正をしていただき

たい、３月に市教育委員会規則の改正をしていただきたい、改正の内容は教職員の

労働時間の上限を定めていただきたいという説明がありました。加えて、変形労働

時間というものを実際に個々の先生に対し、どう取り組んでいくのかということが

課題となる訳ですが、これについては令和３年の４月から実施して欲しいとのこと

でした。県内の教育長及び全校長が参加してこの話を聞いてきたのですが、実際に

実施するにあたっては様々な課題もある制度ですので、より慎重な検討が必要であ

ると思っています。 

１月29日の令和元年度砺波地区地方教育委員会連絡協議会第１回理事会は、砺波

地区の教育長と西部教育事務所から参加がありました。この会議の主眼は３市の教

員の交流人事に関し、情報交換をおこなうことでした。今回はそれぞれの市の事情
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石野委員 

 

 

教育長 

を報告し合ってきました。本格的な検討は、これからというところです。 

また当日は、加えて、ほか４つの点について情報交換を行いました。 

１点目は、ＧＩＧＡスクール構想の対応について、生徒が使うタブレット機種や

校内ネットワークの構築について、どのように考えているのか等です。どの市もま

だ予算要求の段階ですので結論は出ていないのですが、それぞれの現状について情

報交換できました。その中で３市ともＯＳについては、Windowsを想定していたので、

選択が一致したのは良かったと思っています。 

２点目は、変形労働時間制に対する対応について話をしました。３月に市教委規

則を改正することについてはやむを得ない、というのが２市の考えでありました。

当市もその方向で動かざるをえないかと思っています。 

３点目として、４月からのキャリアパスポートの導入を国や県が言ってきている

のですが、制度設計が甘いなどと、学校現場からいくつか疑問点といいますか課題

提起があるため、その対策を練っていく必要があると考えています。具体的に４月

からどうするのか、というところまでは話は進みませんでしたが、制度設計をしっ

かりと練らないとだめだという認識で一致しました。 

４点目として聖火リレーの学校の子どもたちの対応についてです。６月３日、ク

ロスランドおやべをスタート地点として、呉西地区を走っていくのですが、まだ子

どもたちの対応について、どの市も具体的に決めたものはありませんでした。今後、

それぞれの市町村の状況に応じて、情報交換していこうということを話してまいり

ました。 

１月26日の文化財防火訓練ですが、埴生八幡宮での訓練には、消防本部、埴生分

団に加え、本部分団と松沢分団が参加され、浅地新明社では藪波分団に加え、東蟹

谷分団、水島分団が参加されました。昨年度よりローテーションを組んで地区以外

の各分団にも参加してもらうことになりましたが、このように多くの方に文化財保

護意識が広がっていくことは、非常に良い取組みだと感じました。 

１月１日の元旦マラソンは、好天に恵まれ、約500人の参加者があり、盛大に１年

の走り初めが行われました。 

２月７日に予定されている第４回ＲＴＮおやべですが、こども園の先生も２名参

加され、若い先生方の交流の場となってきています。昨年度より開催回数も１回増

え、非常に熱心な方が多く、自らの企画でこういった場がつくられているのは、と

てもありがたく、また頼もしく感じます。 

補足は以上ですが、日程第３について何かご意見、ご質問等はありますか。 

 

ＧＩＧＡスクール構想でWindows10を選択されたとのことですが、端末の仕様につ

いてもう少し詳しい説明をお願いします。 

 

ＯＳはWindows10かGoogle chromeＯＳ、ＩPadＯＳの３種類が指定されています。

タッチパネルに対応し、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ接続ではないキーボードの仕様となっ

ています。また、インカメラ・アウトカメラ機能が求められていたと思います。 

県による共同一括購入においては、当市ではＯＳはWindows10Proで、キーボード

を取り外しできる形状のものを希望しています。 

 

教育用ソフトの利用を考えると、どちらがいいのか、もしかしたらＩPadＯＳの方

が使いやすいのではないかと思ったので質問しました。 

 

昨日の３市の教育長の情報交換では、県による共同一括購入に向けて、呉西各市
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では使用OSは、Windows10Proを検討しているのに対し、呉東ではGoogle chromeの

希望が多いとも聞きました。県には、しっかりと調整をしていただきたいという話

がでておりました。 

 

１月29日の砺波地区地方教育委員会連絡協議会第１回理事会ですが、３市の教員

交流人事のお話がでたとお聞きしましたが、ここ何年間か市内だけでの人事交流に

なっていたように思います。ぜひ市内だけでなく、３市での人事交流が円滑にいく

ように話を進めて欲しいと思います。教員の世界をもっと広げなくてはならないと

感じています。 

 

３市の教育長とも、共通して、その思いで一致したところです。 

他にご質問はありませんか。無いようですので、日程第３については承認いただ

いたものとして処理させていただきます。 

次に、日程第４ 議案第１号「小矢部市教育委員会表彰について」説明をお願い

します。 

 

（議案第１号「小矢部市教育委員会表彰について」説明） 

 

ただいまの説明について、何かご意見ご質問はありませんか。無いようですので、

承認いただいたものとして処理させていただきます。 

次に、「議案第２号 小矢部市立図書館設置条例施行規則の一部改正について」説

明をお願いします。 

 

（議案第２号「小矢部市立図書館設置条例施行規則の一部改正について」説明） 

 

 

ただいまの説明について、何かご質問はありませんか。無いようですので、承認

いただいたものとして処理させていただきます。 

次に、「議案第３号 小矢部市立図書館地域文庫開設要綱の一部改正について」説

明をお願いします。 

 

（議案第３号「小矢部市立図書館地域文庫開設要綱の一部改正について」説明） 

 

 

ただいまの説明について、なにかご質問はありませんか。 

 

まちづくり文庫は現在、何カ所あるのでしょうか。 

 

１か所、南部公民館に設けてあります。 

 

 

ほかにご質問はありませんか。無いようですので、承認いただいたものとして処

理させていただきます。 

次に、「議案第４号 小矢部市指定文化財の新規指定について（諮問）」説明をお

願いします。 
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これまでの経緯について報告します。平成31年１月30日、市民図書館で毎週行っ

ている地域資料相談室に、絵図４幅が持ち込まれ相談がありました。その後、事前

調査等を専門家等にしていただき、令和２年１月24日第１回文化財保護審査委員会

で事前調査の意見を報告し、指定文化財の手続きについて合意を得たことにより、

新規指定について諮問することの議案です。 

（議案第４号「小矢部市指定文化財の新規指定について（諮問）説明） 

 

ただいまの説明について、ご質問はありませんか。無いようですので、諮問する

ことについて承認いただいたものとして処理させていただきます。次に報告事項に

移ります。 

報告事項１「令和元年度卒業式及び令和２年度入学式の日程等について」説明願

います。 

 

（報告事項１「令和元年度卒業式及び令和２年度入学式の日程等について」説明） 

 

ただいまの説明について、何かご意見ご質問はありませんか。 

無いようですので、次に報告事項２「小中学校における出前講座について」説明

願います。 

 

（報告事項２「小中学校における出前講座について」説明） 

 

ただいまの説明について何かご質問はありませんか。 

 

多種多様な講座があることが分かりました。各校で工夫、努力をされていると感

じました。 

 

ほかに何かご意見ご質問はありませんか。 

無いようですので、次に報告事項３「県教職員組合からの要請について」説明願

います。 

 

（報告事項３「県教職員組合からの要請について」説明） 

 

この要請については、県下統一のものとなっていますので、当市で既に取組んで

いる内容のものもありました。なお文書ではなく口答で回答しております。 

ただいまの説明について何かご質問はありませんか。 

無いようですので、次に報告事項４「第39回市教育大会の開催について」説明願

います。 

 

（報告事項４「第39回市教育大会の開催について」説明） 

 

 

お忙しいでしょうが、ご出席下さいますようお願いします。 

ただいまの説明について何かご質問はありませんか。 

無いようですので、次に報告事項５「第38回市学校教育研究大会の開催について」

説明願います。 
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（報告事項５「第38回市学校教育研究大会の開催について」説明） 

 

こちらにつきましても、お忙しいでしょうが、ご出席下さいますようお願いしま

す。ただいまの説明について何かご質問はありませんか。 

無いようですので、次に報告事項６「令和元年度長期欠席・教室外登校児童生徒

調査（１・２学期分）について」説明願います。 

 

（報告事項６「令和元年度長期欠席・教室外登校児童生徒調査（１・２学期分）

について」説明） 

 

ただいまの説明について何かご意見、ご質問はありませんか。 

 

不登校児童の生徒数の増加が気になります。一昨年前までは多くても15名ほどだ

ったのが、昨年は20名台、今年は30名。昨年辺りより倍増となっています。出現率

についても、これまで小矢部市は国や県よりも非常に低かったのが、増えています。

なぜ、このような急激な増加をみているのか、とても気がかりに感じます。これだ

け増えたことに対して、どのような対応がなされているのでしょうか。今すぐのお

答えは難しいでしょうが、数字として急激な増加傾向にあることをしっかり認識し

て対応していかないといけないと思います。不登校は、子どもにとっても学校にと

っても大きなマイナスになると思います。 

 

なぜ不登校になったのかという原因がはっきりと分かれば、スクールソーシャル

ワーカーと対応ができますが、原因がはっきりしないのが問題だと考えています。 

人数が増えているという点につきましては、もちろんそれが理由にならない事も

承知しておりますが、不登校の人数は県も、全国的にも増えているのが事実です。 

 

不登校に至った生徒の個々の理由ではなく、外的な要因、例えば教員の新規採用

が多い事や人事交流が少なく新たな知見に恵まれる機会が無いとか、学校と家庭の

間に入る役割の人が少ないとか、何か方策につながる要因を知られればよいと思

い、質問しました。なぜ急激に増えたのかの理由が知りたいのであって、学校や教

育センターの対応等を責めているのではありません。 

 

不安が理由で不登校になった子どもが２学期にいるとすれば、何か背景にあるの

ではないでしょうか。例えば、夏休みとか。 

 

２学期に人数が増えたことについての背景について、詳しくは把握していませ

ん。 

 

これらについては複合的な面もあると思いますので、引き続き研究課題としてい

きたいと考えています。 

 

この集計表の見方として、説明不足な点がありましたので補足させていただきま

す。この表は１学期から２学期の累計として作成しております。具体的に申し上げ

ますと、例えば、１学期には欠席数が20日であった児童は、１学期の数には上がっ

ていませんが、さらに２学期に15日休んだ場合、累計として30日を超えますので、

そこで初めて２学期の数字に上がってまいります。そのため、２学期になって急激
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に増えたように見えますが、ポンと新たに人が増えた訳ではありません。不安があ

るとつい休みがちになる子どももおり、最近では保護者も無理に登校させず休ませ

る傾向にあります。そういった子どもが、仮に毎月５日程度休んでおりましたら、

累計として30日を超えた段階で、２学期に上がってきます。この累計の数の中には

連続して休んでいる子どももおりますし、支援の結果、現在は登校できるようにな

った子どももいますし、新たに休み始めた子どももおりますが、そういった出入り

はこの集計表の数字では読み取りづらいと思われます。数だけでなく、この出入り

の子がどれだけ学校内でいるのか、その中で今心配な子はどれだけいるのか等につ

いて分析しながら対応していく必要があると思います。 

 

ほかにご質問はありませんか。この問題については、しっかりと受け止めて対処

していきたいと考えています。 

ご質問が無いようですので、次に報告事項７「令和元年度市内小中学生の学力・

学習状況について」説明願います。 

 

（報告事項７「令和元年度市内小中学生の学力・学習状況について」説明） 

 

 

小矢部市教育委員会としては、市の数字等については公表しないということを、

４月の定例会で確認済みですので、そのように取り扱いたいと思います。 

ただいまの説明について何かご質問はありませんか。 

 

市教委の取組みにある若手教員研修の充実ですが、参加状況等について説明をお

願いします。 

 

若手教員研修は、基本的には30才以下を対象としています。合計40人の参加があ

りました。うち4名は30歳以上の教員でしたが、研修講師をみてぜひ参加したいと

希望されたものです。それだけ若手が増えてきております。 

 

研修の応募は学校長の指示によるものですか。それとも自分の希望でしょうか。 

 

教員の自分の希望によります。夏休み前に若手職員研修として、各校に研修内容

を配布しますが、それの内容を見て自主的に応募されます。 

 

ほかご質問はありませんか。 

無いようですので、次に報告事項８「令和元年度市内小中学生の体力・運動能力

等について」説明願います。 

 

（報告事項８「令和元年度市内小中学生の体力・運動能力等について」説明） 

 

 

今ほどの説明につきまして、何かご意見、ご質問はございませんか。 

また議案、報告事項は以上ですが、その他として何かありませんか。 

では、ほかにご意見ご質問が無いようですので、本日の日程は全て終了とさせて

いただきます。 

本日も長時間にわたりありがとうございました。 
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事務局長 

さきほど教育長業務予定で、２月17日に、市長定例記者会見がある旨を申し上げ

ましたが、この日に令和２年度の予算発表を行う予定となっています。 

いまは、令和元年度の仕上げを行うとともに令和２年度の準備を行う時期に来て

おります。令和２年度には、新学習指導要領にもとづき小学校で英語の教科化が行

われます。また、３年度に向けて中学校の教科書の選定も行われ、英語教育は大き

く様変わりします。さらにＧＩＧＡスクール構想もはじまり、この点からも学校現

場が劇的に変化する年になるものと思います。当然、それに合わせプログラミング

教育のあり方についても考えていかねばなりません。また、教員の変形労働時間制

についてもどのように取り組んでいくかが課題となっています。これは、まさに学

校現場の働き方改革についてどのような取組みをしていくのか、という視点から取

り組んでいかなければならない、大切な課題だと思っております。中でも中学校の

部活動のあり方が大きな焦点となっていくと思います。小矢部市独自の課題である

小中学校の再編推進計画につきましても、令和２年度中に仕上げていかなければな

りません。 

また、３月には新図書館が開館し、秋には市民交流プラザが開館します。小矢部

市ホッケー場では人工芝の張り替えや６月３日にオリンピックの聖火リレーも予定

されています。 

様々な課題がありますが、取り組まなければならないと思うと負担感を感じるの

ですが、そうではなく、なぜこの課題に取り組むのか、その先には何があるのか、

つまり目標を明確にしたうえで、その目標にこの取組み方が合致しているのか、と

常に問いかけ検証しながら取組みを進めていくことで、時代の流れに対し主体的に

取り組んでいけるよう、心がけていきたいと思っています。そのためにも、今後と

も、ぜひ委員の皆さんのご指導ご鞭撻を賜りたく、お願いいたします。 

 

最後に、次回定例会について事務局より説明をお願いします。 

 

 （説明 次回定例会  令和２年２月26日（水）午前10時） 

 

以上をもって閉会します。 

 

 

 以上、小矢部市教育委員会会議規則第18条第2項の規定により署名する。 

 

   令和  年  月  日     

 

          小矢部市教育委員会 

                      教 育 長 

 

 

                      署名委員 

 

 

                                            作 成 者 


